
頑張りたいけど、どこかで自分の夢や目標に限界を定め、「どうせ無理」と自

信をなくした経験がある人もいるのではないでしょうか。

幼少期に抱いたロケット開発の夢を諦めず、小さな町工場で夢を実現した植松

努さんに、自分の力で前に進んでいくための考え方について語っていただきま

す。予測不可能な社会の中で未来や可能性を信じ、夢を叶えるヒントを掴ん

でみてください。

小さい頃から紙飛行機が大好きで、大学で流体力学を専攻。名古屋

の航空宇宙産業で働いたのち北海道に戻り、リサイクル用バッテ

リー式マグネットを開発。株式会社植松電機を起業しました。北海

道大学でロケットエンジンの研究をしていた永田先生との出会いを

きっかけに、現在は様々な宇宙開発にかかわり、全国の大学生や研

究者を技術的にサポートしています。また、人の自信と可能性を広

げる社会を目指して、全国の学校での講演やロケット教室も行って

います。

株式会社植松電機  代表取締役
継続型就労支援A型作業所（株）Unizone  代表取締役

植松 努氏

公開講座 第3回「未来オープン」

講師

気仙沼の高校生の学びを地域ぐるみで支えたいという想いで発足した「気仙沼学びの産官学コンソーシアム」が主催する、
リベラルアーツ講座です。毎回、多様な知識に触れることができる機会を用意していきますので、これからもお楽しみに !

公開講座「未来オープン」とは？

気仙沼市内の脇一丁目16番 6号
気仙沼中央公民館ホール

12.1
2023

FRI

参加費
無料

参加
申込

Googleフォーム（申込URLまたはQRコード）よりお申し込みください。申込方法

https://forms.gle/MV4Hj3nzZzDgTzu98申込URL

定 員：320名程度

池井戸潤氏著の小説「下町ロケット」に通じる
ような植松氏から生き方を学んでみませんか？

主 催 気仙沼学びの産官学コンソーシアム（事務局：気仙沼市教育委員会 　0226-22-3441 担当・千葉）


